
 
土地利用の方針  

２１世紀の 都市
まち

づくりの基盤となる土地利用に

ついては、長期的な視点に立って、自然と都市が

共生する土地利用を基本に、地域の特性を活かし

つつ、総合的かつ計画的に行います。  

□地域の特性に応じた計画的な土地利用の推進  
・ 無秩序な市街地の外延的拡大を防止し､コ

ンパクトな市街地形成を図ります。  
・ 住宅地、商業地、工業地及び集落地など各

地域の土地利用特性を基本に、町域内の計

画的な 土地利用の実現を図ります。  
・ 中心市街地等については、防災上の改善を

図るとともに、今までに蓄積した社会資本

ストックを活用しつつ、環境改善のための

都市基盤整備、用途に応じた再構築を図り、

個性的な市街地空間を形成します。  

□自然環境の保全と活用  
・ 山地丘陵地などの優良な自然環境を計画的

に保全します。  
・ 水辺空間や緑地の保全・活用を図る水とみ

どりのネットワークの形成を目指し、魅力

ある公園の整備と、河川や市街地後背地の

自然緑地などとの有機的連携を図り、安ら

ぎとうるおいのある 都市
まち

づくりを進めます。  

自然環境の保全の方針  
・ 多様な生物が住める、山・川が一体となった

自然環境の保全と回復、市街地を取り囲む

緑地構造の保全と整備、身近な生活環境の

中での緑の保全と創出に努めるなど､地域

の特性を活かす自然環境の保全･育成を図

ります。  

 
都市環境形成の方針  
・ 都市活動による環境への負荷を軽減するこ

とを目指します。  
・ 高齢者等が安全・快適に生活できるよう、公

共建築物や道路等のバリアフリー化を推進

します。  

市街地整備の方針  
□地域特性に応じた市街化対策の推進  

・ 市街化段階や道路整備状況等から、面整備等

の対応が必要な地区について、各地域特性に

応じた整備計画の検討や整備を推進します。  

□中心市街地のまちづくり  

・ 熊野町中心市街地活性化基本計画に基づき、

筆の里工房から熊野町役場を含む中溝地区を

中心とした中心市街地を、地区の状況に応じ

た整備手法により再生・再構築を図ります。  
・ 筆産業や筆文化を育み、熊野筆と日常生活が

密接に結びついていることから、「筆の軸」を

設定し、筆をシンボルとしたまちづくりを推

進します。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

都市防災対策の方針  
・ 自然災害予防策や消防活動困難地区の解消

などを積極的に推進します。  
・ 公園や公共施設等を防災拠点として整備を

図ります。 

 
 

交通施設の整備方針  
・ 自動車交通の円滑な処理のため､東西軸と

なる幹線道路に対して接続路線となる南北

方向の骨格道路を検討・整備していきます。

 ・

 

歩行者や自動車がそれぞれに快適で安全に

通行できるような道路づくりを推進します。

 ・

 

交通弱者に配慮した公共交通網の確立を図

ります。

 ・

 

狭あい道路の拡幅を検討し、地域の状況に
応じて進めていきます。  

 

 

 

 

 

 

公園・緑地の整備方針  

・ 個性ある市街地環境を育成するため、公園

や島状緑地を緑の核と位置づけ整備・保全

を図ります。  
・ 熊野川や二河川などを緑のネットワーク軸

と位置づけ、自然回復・親水化など地域の

シンボルとしての育成を図ります。  
 

下水道の整備方針  

・ 熊野町流域関連公共下水道整備計画に基づ

き、公共下水道を推進するとともに、地域

特性に応じて合併処理浄化槽などの整備を

進め、居住環境の改善や河川などの公共用

水域の水質保全に努めます。  

 

都市景観形成の方針  
・ 「 筆の都 熊野 」をテーマとした都市景観

の育成を図るものとし、都市
まち

や地区のシンボ

ルづくり、生活軸を中心とした景観整備、中

心市街地や特色のある住宅地等の景観整備を

中心に、町民・企業・行政の３者の協力によ

る景観づくりを進めます。  
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 【道路整備の方針図】  

【下水道の整備方針図】  

【公園・緑地の整備方針図】

【狭あい道路の整備イメージ】  

【中心市街地の整備方針図】  
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＜緑のまちづくり＞

都市公園等の緑地の保全・創出

集落の活性化にも配慮した農地

の保全

市街地の背景としての緑地空間

の保全及び自然環境の保全

市街地と周辺緑地とを有機的に

結び付け、自然回復・環境保全

・親水空間化を図る環境軸の形

成

自然を活かしたレクリエーショ

ンの場としての活用

文化的意義を有する緑地の保全

＜快適な道路環境づくり＞

幹　線　道　路

主　要　道　路

【　凡　　　例　】

＜住み良い市街地環境づくり＞

専用住宅地の保全・育成

家内工業（熊野筆製造）との共

存を図りつつ主として住宅地と

しての環境を保全・育成

家内工業（熊野筆製造）及び沿

道サービス施設との共存を図り

つつ、主として住宅地としての

環境を保全・育成

幹線道路の整備に併せて、計画

的な市街地整備を誘導

住区基幹公園、公共下水道の計

画的な整備を図る地区

主要公共公益施設用地

軽工業機能の保全・育成

周辺環境を悪化させない範囲で、

ある程度の宅地化を許容するゆ

とりある田園住宅地を育成

＜賑わいのある都市拠点づくり＞

商業・公共公益・文化機能が集

積する賑わい交流拠点の形成

計画されている中心市街地活性

化基本計画の具体化への対応を

検討する地区

＜交流・観光拠点づくり＞

文化的資源を活用し、熊野筆の

文化と歴史が体験できる「筆の

軸」の形成

＜新産業拠点づくり＞

新たな産業拠点の形成

工業地としての計画的な基盤整

備による良好な市街地環境の育

成を促進する地区

＜生活拠点づくり＞

生活利便施設の誘導による地域

生活拠点の形成

＜熊野町の玄関口としての顔づくり＞

玄関口の溜まり広場等のコミュ

ニティ空間の育成

既存

新設

既存

新設

筆の里工房周辺

くまのみらい２１
熊野町三世代交流エリア

石神緑地

道路整備に対応した都市的土地利用検討地区
市街地誘導地区

 東部地域

中央地域①

中央地域②

西部地域

地　域　づ　く　り　の　方　針 (熊野町の各地域[西部地域、中央地域、東部地域]における都市づくりの方針）
まち

東部地域（初神・新宮）
 
◇産業拠点と緑の拠点づ
　くり
・

 

計画的な基盤整備による新産

業拠点づくり

緑の核となる地区公園及び森

林資源と河川を活用した緑の

都市づくり

利便性の良い生活道路や県道

バイパスなど、交流を支える

快適な道路環境づくり

・

 

まち

・

中央地域②（萩原・城之堀）

 

◇広域連携軸づくり

・ 

広域連携の強化や中心市街地の交通の円

滑化を確保する広域連携軸づくり

中心市街地を補完する賑わい拠点づくり

これまで蓄積してきた社会資本ストック

を活用し、良好な市街地環境づくり

・

・

中央地域①（呉地・出来庭・中溝）
 
◇中心市街地の再生によるまちづくり
・ 魅力ある商業地整備及び交流の場や生活の場と

なる中心市街地の都市づくり

熊野筆の歴史や文化を体感できる「筆の軸」づ

くり

機能的な都市活動や交流・観光を支える快適な

道路環境づくり

これまで蓄積してきた社会資本ストックを活用

し、住み良い市街地環境づくり

まち

・

 

・ 

・
 

西部地域（熊野団地・川角・平谷） 
 
◇玄関口としての都市機能づくり 
・ 交通機能、行政サービス・福祉機能、観光情報機能、

商業・業務機能などの強化・充実による玄関口づくり

広域連携軸や生活軸を形成する道路環境づくり

多様化するライフスタイルに対応した住み良い市街地

環境づくり
・

  

・ 



 企業・団体
　(NPO等)に
 よるまちづ
 くり

・個別まちづくり

　事業

・まちづくりのル

　ールづくりへの

　参画

・緑化運動

・公益活動

・ボランティア

　活動

・まちづくりと連

　動した住民活動

　等への参画

・その他　　　　

「ひと　まち　育む　筆の町　熊野」の姿を「ひと　まち　育む　筆の町　熊野」の姿を

  まちの骨格づくり　　　　　　　　　　自然と共生するまちづくり

  個性と活気にあふれるまちづくり　　　人にやさしいまちづくり

　の４つの視点による都市づくりの方針を進めることによって実現を目指します。

 町民による
 まちづくり

・個別まちづくり

　事業

・まちづくりのル

　ールづくりへの

  参画

・緑化運動

・公益活動

・ボランティア

　活動

・祭り、イベント

　余暇・学習活動

　等と連動したま

　ちづくり住民活

　動

・その他

熊野町　建設部　都市整備課

TEL　（082）820－5608

〒731－4292

安芸郡熊野町中溝1-1-1

熊野町都市計画マスタープラン

まちづくりの実現

行 政 に よ る ま ち づ く り

町　民　 企　業　 行　政　

  熊野町都市計画マスタープランで掲げた都市づくりの目標や、各種都市づくりの方針の実現を

図るためには、町民・企業・行政のパートナーシップによる都市づくりがこれまで以上に重要に

なっています。そのために、町民・企業・行政がお互いの役割と責任を理解し、協力して行って

いくための仕組みやルールづくりなどの取組みについて検討・実行・評価・改善(PＤＣＡサイク

ル)を進めていく必要があります。

まち まち

まち

 

都市計画マスタープランの実現に向けて 
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都市計画マスタープラン実現化の概念図


